
第２号様式（第５条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞  ２０２４年 １０月３０日 

事業者情報 

事業者名 東急株式会社 

代表者 職・氏名 
職名 取締役社長 

氏名 堀江 正博 

ホームページ URL（任意） https://tokyu.disclosure.site/ja/ 

事業者ロゴ（任意） 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

 

東急株式会社および連結子会社は、「美しい時代へ」というグループスローガンのもと、SDGs の 17

のゴールと 169 のターゲットやエリア・業界固有の課題を踏まえて特定した６つの「サステナブル重

要テーマ（マテリアリティ）」に向き合い、「未来に向けた美しい生活環境の創造」および「事業を通じ

た継続的な社会課題の解決」に取り組んでいく“サステナブル経営”を経営の基本姿勢としています。 

また、テーマごとに以下の「2030 年に向けて目指す姿」を設定し、長期経営構想の経営基本

姿勢として位置付けています。 

 

安全・安心 （貢献する SDGs：8，9，11） 

 ■日本で最も安全で利用しやすい公共交通サービスの実現 

■誰もが安心して暮らせる生活環境の提供 

 

まちづくり  （貢献する SDGs：9，11、12，13，17） 

■「住む」「遊ぶ」「働く」がそろった個性的で魅力ある都市経営の実現  

■東急線沿線まちづくりノウハウの国内拠点エリア、海外への拡大 

 

生活環境品質  （貢献する SDGs：3，4，9） 

■元気で自分らしく活き活きできる暮らしの実現 

 



ひとづくり  （貢献する SDGs：3，4，5，8） 

■「誰もが働き続けたい会社」の実現  

■教育、文化、環境活動などを通じた社会におけるひとづくりの推進 

 

脱炭素・ 循環型社会  （貢献する SDGs：7，12，13，15） 

■省エネと再エネの最適利用を通じた脱炭素社会の実現  

■資源の有効利用と生態系配慮の推進による循環型社会の実現 

 

企業統治・ コンプライアンス  （貢献する SDGs：9，16） 

■社会やグローバルな経営環境に直結した最良のコーポレート・ガバナンスの実現  

■「調和ある社会」の実現に向けたコンプライアンスの実践 

 

 また、６つの「サステナブル重要テーマ（マテリアリティ）」で貢献する SDGs だけでなく、実際に

取り組んでいる社会課題の解決を通じたまちづくりの取り組み、そして、創業以来の先人たちの努力

の軌跡などを踏まえ、当社グループが事業活動を通じてどのように SDGs 達成に貢献するかをワンボ

イス・ワンピクチャーで整理した「SDGs 宣言」を以下の通り定めています。 

具体的な取り組みについては当社 WEB サイト掲載の「SDGs レポート」にて紹介しています。 

東急株式会社（連結）が貢献する SDGs（SDGs 宣言） 

「"美しい生活環境の創造"を目指し、交通をはじめとした生活インフラやサービス

と一体となったサステナブルな『まちづくり』に取り組み、事業成長と社会課題解

決を両立させ、SDGs に貢献します。」 

 



これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可）  

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

      

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

     

 

○ ○ ○ ○ ○  

 

 

目標の達成に向けた取組内容等 

関連するゴールの

数字を記入（複数

記入可） 

これまでの取組内容 これからの取組内容 

8，9，11 

安全・安心 

・ 事故の防止 

・ 混雑率の平準化  

・ 安心して利用できる交通サービス

の実現 

・ 災害リスクの最小化 

・ 食の安全性確保 

・ 気候変動・地震等の自然災害リ

スク対策 

・ 車両内のセキュリティ強化 

・ デジタル活用による事故リス

クの効果的な低減 

9，11、12，13，17 

まちづくり 

・ 渋谷再開発 

・ 次世代郊外まちづくり、nexus 構想 

・ サテライトシェアオフィス展開 

・ 空港運営事業（地方創生） 

・ 海外のまちづくり 

・ エリアの持続的な活性化のた

め、その街特有の社会課題を機

会ととらえる事業の推進 

3，4，9 

生活環境品質 

・ 多様な世代に合わせた生活利便施

設・サービスの提供 

・ テクノロジー活用等による豊かで

健康的なライフスタイルの推進 

・ リアルとデジタルの融合を通

じた顧客体験価値提供 



3，4，5，8 

ひとづくり 

・ 誰もが働き続けることができる・

活躍できる就労環境の提供 

・ 文化事業や啓発機会の提供 

・ 人権の尊重 

・ 「従業員の働きがい・満足度の

向上」を「生産性向上」へつな

げる好循環（会社への還元）の

加速 

7，12，13，15 

脱炭素・循環型社会 

・ CO2 排出量の削減 

・ 資源の有効利用（循環型社会） 

・ 生物多様性の保全・回復 

・ サステナブルなサプライチェーン

のマネジメントの推進 

・ 環境に良い行動変容を後押す

るサービスメニュー提供など、

循環型社会も含む街への取り

組みの推進 

9，16 

企業統治・ 

コンプライアンス 

・ 実効性の高いコーポレート・ガバ

ナンスによる経営の公正性・透明

性確保 

・ コンプライアンス教育と効果・効

率的な管理体制の構築 

・ 取締役会の実効性評価に基づ

く取り組みの推進 

 


